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福祉分野へ の リス ク マ ネ ジメ ン トの導入 とそれ に伴う課題

〜 介護分野 を中心 と した検討 〜

金 　子 努

1．問題の所 在

　本稿で は、社会保障構造改革の 下 で 、こ の 間推進 され て い る措置か ら契約へ の 社会福祉サ
ービス 提

供の 仕組み の 転換に よ っ て 、事業者や従事者 に、新た に 求め られ て い る リス クマ ネジ メ ン ト導入 の 動

きとそれ に伴 う課題 につ い て検討する 。

　2000年頃よ り介護保険制度実施を契機 と して 、高齢者の介護分野 を中心に 、介護事故が表面化 し、

介護過誤訴訟 が徐 々 に増加 して い る 。

　 こ うした状況を背景に 、厚生労働省 は、2002年 4 月22日付 けで 「福祉サ
ービス における危機管理 に

関す る取 り組み指針 〜利用者の 笑顔 と満足 を求め て 〜」を発表した。そ こ では、福祉サ
ービ ス にお け

る危機管理の 基本的な指針 と して 、「よ り質 の 高 い サ ービ ス を提供 す る こ と に よ っ て多 くの 事故 が 回

避で きる とい う考 え方 （ク オリ テ ィ
ー ・イ ン プ ル

ー
ブ メ ン ト ：QI）で取 り組 む べ き」 と述べ られ て

い る 。

　また、こ れ よ りも前に、全 国社会福祉施設経営者会議 「福祉施設 に お けるリス ク マ ネジ メ ン トの あ

り方に関す る検討委員会」で は、医療分野 にお けるリス ク マ ネジ メ ン トを参考に その 検討報告 （2001

年 3 月）を行 っ て い る 。 そ の 報告書に よ る と
、 リ ス クマ ネジ メ ン トと は 、「利用者の 安全 を最 大の 眼

目と した うえで 、サ
ービ ス の 質の 向上 と利用 者満足 度の 向上 を目指す活動」 と されて い る 。 そ して 、

同報告書で は、リ ス ク マ ネ ジ メ ン トに は
、 第 1 に 、 サ

ービ ス の 管理 の 側面 と して 、顧客や利用者に対

す る安全確保が 、サ
ービ ス の 質の 向上 に つ なが る もの と、第 2に、組織 の リス ク管理の 側面 と して 、

職員の労働上 の安全対策、自然災害等に対す る危機管理 が 、挙げ られ て い る。そ して 、第 ユの 側面 に

立 つ こ とを明示 し、第 2 の 側面の 強調は、規則的 な組織管理 に つ なが りや す く、現場の 職員が萎縮 し、

現場の創意工 夫に よ る事故防止の取 り組み が機能 しに くい 環境 を創 出し、結果 と して 事故が減 らな い

とい う悪循環に 陥 りか ね な い と して い る 。 こ うした全 国社会福祉 施設経営者会議 の 認識 は、前述 の 厚

生労働省指針 の 考 え方 と通ずる もの で ある 。

　厚生労働省が公表した 「福祉サ
ービス にお ける危機管理に関する取 り組み指針」 は従来にない 画期

的な もの で あ り、そ の 内容に つ い て も基本 的に は 賛同する と こ ろ で ある 。指針 の 示す通 りリ ス ク マ ネ

ジ メ ン トを推進 する に つ い て は 、 まず 、 従事者個 人 の 問題 として捉える の で は な く、事業者組織の 仕

組み の 問題 として捉 えそ の 整備 を行うこ とが まず大前提で ある。そ して、それ は 「よ り質の 高 い サ
ー

ビ ス を提供する こ とに よっ て 多くの 事故が 回避で きる とい う考え方で取 り組むべ き」で ある。

　 と こ ろ で 、こ の 間の介護過誤訴訟 の 審理内容 をみ る と、基本的に は こ れ まで の 医療過誤訴訟 の 判例

を踏襲 して い る と思われ る 。 そ こ で は、例 えば介護サ ービス の 提供 に つ い て、医療 や看護サ
ービ ス の

提供 と同様に考えられ て い る ようで ある が 、特に 急性期の 医療現場 と 生活場面 と なる社会福祉現場 と

で は異 なる点が多 く、そ の 違 い を踏 まえた検討が必要 と考え る 。 また、医療職 と社会福祉職の養成課
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程の 違い に つ い て も検討が 必要だ 。

　本稿で は 、以上 の こ と を踏まえ、社会福祉サービス 提供における リス ク マ ネジ メ ン トにかか る検討

課題 を介護分野 を中心に整理する もの で ある。

2 ． リ ス クマ ネジメ ン トの 定義

　そもそ もリス ク とは何か、そ の 定義を考え て み る と、
一

般的に は 「損失 、ある い は 損失 の 可能性」

「予想 された結果 と現実 との 結果の相違」などと されて い る 。 こ こ で は、ケ ア分野 にお ける リス ク を、

全米 ヘ ル ス ケ ア ・リス ク マ ネ ジ メ ン ト協会 （ASHRM ）発行 の リス ク ・マ ネジ メ ン ト ・ハ ン ドブ ッ ク

（Risk　Management　Handbook ）を参考に次の ように整理 してお く o： 1｝。  利 用者の ケ ア に 関連す る

リ ス ク 、   ケ ア 専門職に関連する リス ク 、   従業員に 関連す る リス ク 、  資産に 関連する リス ク、 

財務に関連するリ ス ク、  そ の 他に関連する リス ク 、の 6点で ある 。 こ れ らはい ずれもケ アサ
ービ ス

提供事業者 と して 健全な事業運営に 支障 をきたす とい う点で 共通 して い る 。

　そ して 、リス ク マ ネジ メ ン トの 目的に つ い て は、介護サ
ービ ス の 質の 確保 を通 して 組織を損失か ら

守る こ と とする 。 つ まり、サ
ービ ス提供に ともな っ て事故が 起こ る こ とが予測で きた場合、その 事故

を起 こ させ な い た め に利用 者の 行動制隈等を行 うとい っ た対応で は な く、事故が起 きない よ う予防策

を立てた上 で利用者にサ
ービ ス を利用 して もらうとい う考え方で ある 。 利用者の 利益を狭め る よ うな

対応 は、利用者か らは支持 され な い
。 社会的に支持 される事業者 を目指す には 、利用者の 利益 を守る

こ とと事業者の 利益 を守る こ とと を統
一

的に追及する 姿勢が何 よ り重要なの で ある。

3 ．リス ク マ ネジ メ ン ト導入 の 必要性

　 こ の 間、政府 ・厚生労働省は 、社会保障構造改革の 名の 下 に 、措置制度が 問題の 多い 制度で ある と

して 、 契約に基 づ くサ
ービ ス 提供の 仕組み へ と転換 を推進 して い る 。 1997年の 児童福祉法改正 に よ る

保育所の 契約利用化 を手始め に 、2000年 4月の 介護保険制度実施 、2003年 4 月か らの 支援費制度実施

な ど、い ずれも従来の 行政処分 （措置制度）で はな くな り、 基本的に利用者と施設 との 契約締結に基

づ く利用 に な っ た 。そ の こ とか らサ
ービス 提供に伴 う責任の 所在も変化 した 。 加え て 、公共施設の 管

理を民間に開放する指定管理者制度が 2003年 9月に導入 され、社会福祉施設の 運営に 民間企 業や非営

利 組織 （NPO ）も参入可 能とな っ た こ とも、従来に ない 変化の
一

つ で ある 。

　措置制度 の 場合は、行政 直営以外の 民間の社会福祉法人が 事業 を受託 して 行う場合 も、基本的には

行政責任 とな っ て い た 。 したが っ て 、その 事業実施、サービス 提供 にかか わ っ て事故等が起 きた場合

は、国家賠償法 （第 1 条）に基づ き損害賠償 して い た 。 そ して 、社会福祉法人 の 民間福祉施設職員は

地方公務員に準 じて取 り扱われ るため事故に関わ っ た指導員の 不法行為に対 して 損害賠償を請求で き

な い 仕組み と な っ て い た の で ある 。

　 しか しなが ら、措置か ら契約へ とその サ
ー

ビ ス提供の 枠組みが変化 した こ とで 、介護事業者 の 責任、

従事者の 責任が直接に問われ る こ ととなっ た （資料 一 1参照 ）。

資料一 1　 2000年以降の介護現場 で起 きた事故 をめ ぐる刑事事件

事例 1 【担当職員の 不注 意に よ り特殊浴槽入 浴 中の 入所者 が 水死】

　2000年 11月28日、山凵 県の 老人保健施設 に て 、車椅子 ご と入 浴 で きる 特殊浴槽利用中 に 入 所 中の 女

性 （95歳）が水死 した事件で、山口 県警大島署 は介護に あた っ て い た女性職員 （22歳）を業務上 過失

致死で 書類送検 した。

　入 所中の 女性 （要介護状態 5 ）を車椅 子 ご と 入浴 させ た 際 、別 の 入 所 者 に 脱 衣 室 で 服 を 着 せ よ う と
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事例 2

して 約 3分間、監視 を怠 っ た。こ の た め 女性の 顔 が 湯に つ か っ て い る の に 気づ か ず、発見 が 遅 れ 水死

させ た疑 い
。 入浴時 は 2人以上 の 職員が対応すべ しとの マ ニ コ 、ア ル があっ た に もかか わ らずそれ を遵

守 して い な か っ た 。 （「読売新聞」2000年11月伺け記事 よ り）

【担当職員の 不注意で 利用者 が 負傷 した事件】

　20DO年 7月11日早朝 、入 所中の 痴呆 の 女性が 乗っ た 車椅 了
・
に 食卓 テ

ーブ ル を取 り付 け よ うと した 際 、

誤 っ て女性 の 額 に テーブ ル をぶ つ け 1週 間 の 打撲傷 を負 わ せ た 。

　女性 は こ の 他 に も入所 中に複数回 の 負傷事故 に あ っ て い た こ と などから、後見人 の 家族か ら 「業務

E必要な注意を怠 っ た」 など と して2000年12月、業務上過失傷害容疑 で 刑事告訴。鎌倉 署 は 2001年 10

月、同容疑で 書類送検。横浜区件 は、2002年 4 月 1 日 まで に、業務上 過失傷害 の 疑 い で 書類送検 さ れ

て い た介護福祉士 の 男性 職 員 （25歳 ）を過 失 傷害 の 罪で 略式起 訴。横浜簡易裁判所 は 、2000年 4 月 1

日 ま で に 罰 金 10万 円 の 略 式 命令 を 出 した。ま た、神 奈 川 県 福 祉 部 は、同 施 設 を 運 営 す る 社 会 福 祉 法 人

に対 して、「法 人 お よ び施設の 運 営 に適切 さ を欠 く」 として、2002年 4月 10日 まで に改善報告す る よ う

通知 して い る
。 （「神奈川 新聞」2002年 4 月 2 日付 け、22面 よ り）

　実際に は 、法的責任 と して 、刑事責任、民事責任、行政処分の 3 つ が 問わ れ る 。 民事責任で は 、民

法上の 債務不履行責任 （民法 415条）、不法行為責任 （民法709条）などが問われる 。

　まず、債務不履行で は
、 事業者 の 安全配慮義務が 果 た され て い た か ど うかが問題 とな る 。介護事業

者に は 、利用者の 権利 を擁護 し、それ を利用者自身が行使で きる ように保障する配慮義務が ある 。そ

して 、 指定事業者 として 、 本来あるべ きす べ て の機能を備 え、 そ の サ
ービ ス を提供す る義務があ る 。

介護事業者はそれ らの 義務 に
一

つ で も違反すれ ば安全配慮義務を問 われ る こ と に な る 。 従 っ て 、介護

保険分野に お ける指定事業者 に つ い て 考え る と、厚生労働省の 示 した人員基 準、設備基準 、運営基準

を最 低 限満た して い なけ れば な らな い
。 法令遵守 （コ ン プ ラ イ ア ン ス ）の水準を徹底 させ る こ とは、

リ ス ク マ ネ ジ メ ン トの 観点か ら も重要なこ となの で ある 。

　そ して 、不法行為責任で は 、介護事業者が利用者 に対 し、事故等の 危険 を予見で きる場合には予見

義務が課せ られ る こ と、そ して予見すべ き場合に は注意義務が生 じる こ と、さらに そ の 結果 （事故、

障害、損害）の 発生 を回避する義務が含 まれ る 。
つ まり、利用者の サ

ービス 提供計画を作成する にあ

た っ て は 、ア セ ス メ ン トの 段階で 、例えば転倒事故 などを予見 し、そ の 事故 を予見で きる場合に は 、

サ
ービ ス 提供計画 の 作成過程 で注意義務が生 じる 〔図

一 ll。したが っ て、転倒事故 を予 防する た め

の 対策をサ ービ ス 提供計画 の 中 に具体的に講 じなけれ ばな らな い
。 さ らに は

、 そ の 作成 され たサ
ービ

ス 提 供計画 に 沿 っ て ケ ア 刊
一一ビ ス を提 供 ↑．、、実際 にサ ービ ス 提供 中 、事故が起 きな い よう結 果 の 回避

義務 を果た さね ば ならない
。

　したが っ て、社会福祉サ
ー

ビス を提供する に際して は 、

適切 に ア セ ス メ ン トを行い 、

その ア セ ス メ ン トに基づ い

たサ ービス提供計画 を検討

し、利用者 にと っ て 最適な

サ
ービ ス 提供計画 を作成す

る こ と は 、利用者 の 利益 の

ため で ある と同時 に 、 事業

者 の 利益 の た め で もあ る。

　　不 法 疔 着 茸 在 の 塀 1今 （709 粢 ♪

事 故 等 の 危 険 を 予 見 で きる 場 合 に は 予一．見 ．義．一撹 が あ り，
実 際 こ の 危 険 を 予 見 す る こ とが で き ，予 見 す べ き 場 合 に

は 注」睦 務＿が 生 じ る 。さ ら に 　結 果 （事 故 　障 害 　損 害 ）

の 義 務 に 違 反 し た 場 合 に ，　 　 　 　 　 　 　 　 は 賠 償 責

任 を 負 う こ と に な る 。

ア セ 。 ． ン ， 些 鎹 讐．［墾

翼灘 垣π
｝

倶 し 、身 体 拘 束 を せ ず に …　 　
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4．事例検討

　こ こ で は 、民事事件で既 に判決が確定 して い る 事例を もとに介護サ ービ ス 提供場面に お ける課題 に

つ い て検討する。事例 「医療法人 さくら会事件 ・東京地裁判決 （平 12．6．7 ）」 の 概要 は次の とお り

で ある 。

　老人保健施設に 入所 して い た女性 （70歳、全盲、痴呆症状あ り）が 三階居室か ら落下 して 死亡 した

の は、施設職員が適切な介護 ・看護の措置を怠 っ た こ と に よる と して 、 女性の 内縁の 夫が使用者責任

に基づ き施設に慰謝料の賠償を求めた事例 。 請求1000万円に対 し600万円を認容。 平成九 年 （ワ ）第
一九三七三 号損害賠償請求事件 （確 定戸

掛

　本件で は 、 次の 3点が争点とな っ て い たが 、 争点 1の み取 り上 げる 。

（争点 1 ）本件事故の 原 因 （被告の介護 ・看護職員の 過失に よる もの か。）

（争点 2 ）R 子死亡の 原因 （
一

時的処置に 当た っ た医師に過失が あるか 。 ）

（争点 3 ）原告 の 損害 の 有無及び範囲

　こ の 事例を取 り上げた理由は 、  医師ない し看護職の 指示 い か ん とは別に 、個別の 場面で は 介護職

独 自の判 断と責任が 問われ得る こ とを示唆して い る事例 で あ り、   介護事故 を論 じる際 、 医療事故の

判例理論 を参考に して い る もの と推察で きる事例 で あ っ たか らで あ る．

（1） 施設入所 まで の経過

　被害者 で ある R 子 （当時70歳）は 、1982年頃か ら、網膜色素変性症に罹患 し、1990年頃に は全 盲に

な っ た 。 食事、衣服の 着脱、入浴、排泄等身の 回 り全般にわた り介護が必要な状態で 、内縁の夫や ホー

ム ヘ ル パ ーが同人 を介護 して い た 。 そ の 後、 内縁の 夫が入 院加療必要とな り、 や む を得ず施設入所と

な る 。 本件施設に入所 した の は 1997年 2月末で 、同施設 の 3階 に あ る 4人 部屋 304号室に 入室 した．

（2＞ 転落事故の 発生 と死亡 まで の状況

　本件施設 の 1997年 3 月19日夜か ら同月20日朝 まで （以下 、こ の 時間帯 を 「当夜」 とい う。 ）の看護 ・

介護担当職員は、本件建物 の 2階担当の 看護師及 び 3階 を担当する被告従業員で ある介護福祉士 Y で

あっ た 。

　 Y は、304号室に お い て R 子 と同室者 とが は じめ た 口論が収ま らず、 R 子が興奮 して 大声 を上 げる

た め 、R 子 を310号室に連れて 行 き、同室 にあ っ た ベ ッ ド上 に 座 らせた 。
　 R 子は、翌 日早朝こ ろ 、310

号室の 北側窓の 窓付近の 目隠 し フ ェ ン ス 設置部分か ら転落 した 。 R 子は 、こ の事故に よ り、両側大腿

骨開放骨折の傷害を負 い 、救急病院に運ばれ処置 を経た後、午前 6 時こ ろ 、別の 病院に転送されたが、

同日 8時26分頃 、 出血性シ ョ ッ ク に よ り死亡 した 。

（3） 争点に 関する当事者の 主張 と裁判所の 判断

　裁判所は、原告 と被告の それぞれの 主張お よび当該施設の 記録等か ら、Y （当直看護師の 指示 に基

づ く措置が含まれ ると して も 、 行為の 関連共同性は認め ら れ る 。 ）は 、適切な介護 を怠 っ た こ と に つ

い て不法行為責任 を負 い （理 由  ）、そ の 使用者で ある被告は、使用者責任を負 うもの と判 断 した 。

従来 、 医療現場の 事故等で は、医師は もちろ ん看護師の不法行為責任が問われ るこ とはあ っ た 。 しか

しなが ら、介護福祉士 の 不法行為責任が直接に 問われ る こ とは なか っ た の で は なか ろ うか 。 しか も こ

の 事案で は、看護師 との 行為の 関連共同性を認め た上 で 、個別の 場面で は介護職独 自の 判断 と責任が

問わ れ得る こ と を示唆 して い る 。 そ して
、 介護サ ービス の 提供 にあた っ て 、どの よ うな判断が なされ 、

その判 断に基づ きどの ような見通 しを もっ て い たかが 問 われて い る。

　介護福祉士が介護職の 国家資格 で あ り、専門職で あれ ば当然の 判決とする見方もあろ うが 、 介護福

祉士 の養成課程の 現状や 有資格者の 質の 格差の 問題な どを考え る な らば 、大変厳 しい 判決で あ っ た と

の 見方 もで きよう。
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　裁判所の 指摘 した点は次の 11点で あっ たがその 1 点 目を見る と次の 記述がある 。

「1　 老 人保 健 施 設 等 の
一

定 の 介助 、介護等 を必 要 とす る 老齢者 を多数収容 す る施 設 に あ っ て は、入 所 中 の 者そ

れ ぞ れ に対 し適正 な介護 を施 し、か つ 、円滑 に その 業務 を進 め る こ とが 必 要で あ る 。　
一
方、入 所者 に 定 の 危険、

不利 益等 が 生ず る こ とが 予想され る場合 に は、そ の 介護 に携 わ る者にお い て、予想 さ れ る 危険 や 結 果 の 重大性、

その 切迫度や 蓋然性、そ の 回 避又 は防止措 置 を施 し得 る可 能性 や容易度 、さ ら に は そ の 有効性 、そ の 措置 に よ り

介護 H （広くは 医療上〉特定の 入所者に対 し又 は
一

般的に生ずべ き影響、不利益、弊害等の 諸事情を総合考慮 し、

看護婦、介護福祉士 等その 資格 に相応 した専門的見地か らその 裁量的判断を適切 に 行い 、選択 した 方途 を 実行す

る こ とが 求め られ る と考 え られ る 。 （理 由 2 プ
注 3 ，

」（下線 は筆者に よる）

　下線を引 い た 部分は
、 医療事故で ある 「痴呆症状 の あ る患者が病院の ベ ッ トか ら転落して 死 亡 した

医療事故の事案」（東京地裁、1996年 8月判決）の判決文 「一般に 、病院に入 院 中の 患者に
一

定の 危

険が生 じる こ とが予測 される場合、その 患者の 担当医師はその 結果発生 を防止するため に
一

定の 作為

義務 を負うか 、また具体的に い か な る作為義務を負 うか は 、医師 の 専門的判断に基づ く裁量 の 範囲が

ある こ とを前提 とし、予想 され る結果の 重大性 、予測 される結果発生の 蓋然性、結果発生 を防止する

措置の 容易性、有効性 、そ の 措置を講ずる こ とに よ る 医療上 ない し看護上 の 弊害な どを総合考慮 して

判断すべ きである と考 える。」 を参考 に した もの と推察で きる 。

資料一 2　判断とそ れ に基づ く行為の適切 さ

（被 告側 の 主 張 ）　 「転落 事 故 は 予 見 不 可 能 だ っ た 」　 「した が っ て

不 法 行為 に は 当 た ら ない 」　 「施設 と して 適 切 な 対 応 を して い た 」

  　人 の　 室 か ら し

て い た い へ

  人 に
k

つ か な い よ
一
に 巡 　し 荊 た

fitll．ild．EEIIilos
噬
±

　か 1 とか えっ

一
i

裁
判
所
の

判
断

（当時の 状 況 ）0 時 頃 には 落ち着 い て い た （入 眠 へ の 対 応 な し）、

部 屋を移 動後 一 度 も外 へ 出て い ない （の どが 渇い たり、 トイレ に行

きた い など の 要 求行 動 は な か っ た の か ）

（過 去 の 記録 か ら）帰 宅 要 求が あっ た 、 自分が どこに い るか わか ら

なくなる ことが あっ た 、 興 奮 して 薬 剤 を投 与 して 落ち着 い て もらうこ

ともあっ た　　 　　　 　　　by　 T．k・neku 　 　　　　 　　　 　　 P・

資料一3　原告と被告の争点に か か る主張 （il　41i

原 　告 黠

引
ア 　R 子 は 、本件施設 に お い て、た び た び興 奮状態に陥り、iア　 Y が R子 を310号 室 に移動 させ た 理 由は 、本 件

　精神的不 安 を募 らせ 、 介護職員 に対 し家 に帰 りた い と述 1　施設の 開 園直後で 人 室者 が な く、R 子 が 騒 い で

　べ て い た、　　　　　　　　　　　　　　　　　　 旨　も他の 入所者等 の 迷惑 に な らない E、R チ は 他

　　　　　　　　　　　　 　　　　　　　　　　　　　 人 か ら声 を掛け られ る と 層 興奮 して 騒 ぐた め

　　　　　　　　　　　　 　　　　　　　　　　　　　 静か な場所が 必 要だ っ た か らで あ る 。

イ　 R 子 は、当 夜 午後 9 時30分 こ ろ 、n 宅 に 「帰 る」 と言 　 イ　 Y は、そ の 後 、同 室 及 び R 子 の 状 況 を 5 分 か

　い 、Y に 説得され 、304号室 で 横 に な っ た が 、当夜午後
．
　 ら10分 ご とに 巡 視 した，，　 R 子 は 、310号室 に 移 動
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10時 こ ろ
、 同 室 の 安田が うる さい と興奮 し、大声 を上 げ

始めた。Y は、他 の 入 所者 の 迷惑 に なる た め （前記
一3 ；

（二 ））、当直看護師の 指示 に よ り、同 日午後10時30分 こ 1
う か ら同日午後 11時 こ ろ ま で の 間 に、310号室 に 移動 さ

せ 、同室内の ベ ッ ドーヒに座 らせ た後、同人 を残し て室外

に 出、他の 入所者 の 介護に 当た っ た 。

ウ　 Y は、仕事 の 合間 に R子 の 様子を見 に行 っ て い たが、

　 R 子 は、　　 2時間 ほ ど叫 び続けた後、同月20日午前零

　時 こ ろ 、叫 ぶ の を止め て 静か に なり、ベ ッ ドか ら立 ち ヒ

　が っ て 歩 き同っ た りす る こ と を繰 り返 し た。

エ 　 R 子 は しば らく後 に は ベ ッ トに座 っ て い たが 、当夜午

　前 3時30分 こ ろ 、窓 を 開けて こ れ に よ じ登 り、出窓の フ ェ

　 ン ス を乗 り超 えて 転落 し、当夜午前 4 時30分 こ ろ、窓 の

　下 の 地 面 に 転落した 状態で 発見 さ れ た 。

　 して か ら約 1時間、大声 を 上 げ続 け て い た が 、

　その 後、室内を徘徊す る よ う に な り　 徐 々 に 興

　奮も収ま り、徘徊 も し な くな り　 午前 4 時20分

　ころ に はベ ッ ト上 に 座 る よ うに な っ た。そ の 間、

　R 子 は 、 同室 か ら出 よ うとする 態度を示 した こ

　 とは なく、本件窓を開けた り　 こ れ に 昇 ろ う と

　した こ と は なか っ た。

　　Y が約10分間他用を処理 して い る間、R子 は、

　本件窓か ら フ ェ ン ス の 設置部分 へ 出、こ れ を乗

　り越 え て 転落した。

ウ　 本件事故当時、本件建物 の 部屋 は外側か ら施

　錠で きる構造 と なっ て お らず、310号室の 入 LJの

　施錠 は さ れ て い ない 。本件 の 窓 の 手動式 の 鍵 は

　施錠 さ れ て い た が、い わ ゆ る ロ ッ ク は さ れ て い

　 なか っ た 。

　　さら に、R 子 は、従前、家 に 帰 りた い と述べ

　 る こ と は あ っ て も、現実 に 行動 に 移 した こ と は

　 なか っ た 。

オ　 R 子 は、自分が い る部 屋 が 本件建物の 三 階 に

　ある こ とは 知悉して い た 。 本件事故が偶発 的 な

　もの か 、 R 子 の 意 図 的な行動 に よ る もの か 、あ

　 る い は両要素が 併存する か は 不明 で あ る が、い

　ずれ に して も、被告及びそ の 職 員 に と っ て 、全

　盲の 老年女性で ある R 子が310号室の 出入 口 か ら

　外 に 出 よ うとせ ず、わ ざわ ざ施錠 して あ り

　所 に ある 本件窓 を 開け て 、そ の 付近 に あ っ た 本

　件家具等 を利 用 して 外 へ 出 た 上 フ ェ ン ス を超 え

　 る こ と を予 見 す る こ とは 不 ロf能 で あ り　 こ の 点

　につ い て、被告又 は そ の 介護職員 に 予見可 能性

　は 存しな い 。

ア 　R 子は 、日ご ろ か ら帰宅指向が 強 く全盲 で あ っ た上 、　　 また、次の とお り、Y の R 子 に 対す る 措置 は、

　本件施設の 介護職員は 、R 子の 状態 につ い て、同 人 に接　当を得て お り、非難すべ き点 は 存 し ない し、被告

　 し、ある い は他 の介護職員から引継報告を受けて こ れ を　 の体制に も不備はない 。

　承知 して い た もの で ある とこ ろ、R 子 は、本件事故当時、　iア　本件施設 における夜間職員 2名の 看護体制 は、

口論 に よ り興奮 し、精神的に不安定な状態 に あ り、そ の

直前 に 「家 に 帰 る」 と言 っ て い た か ら、室内の 様子 もわ

か らず、ひ ん や り冷た く　 ベ ッ トに は布団 もな く　雑然

と物が 置い て あ る埃 の た まっ た 310号 室 に 同 人 を．・人 置

く こ とは 極め て 危 険 で あ り、右介護職 員 は、R 子 が 不安

と家に帰 りた い 気持 ち か ら家具等 にぶ つ か っ で 屋我 を し

た り ドアや 窓 を開 けて外へ 出て い っ た り し、更 に大きな

危険 に遭遇す る恐 れ が あり、また 、手段を選ばず 同室を

脱 しよ うとして 窓を開ける など して怪我をす る危険が あ

る こ とは、容易 に予見する こ とがで きた。

標準的なもの で あ り、行政当局 の 指導 に も合致

して い る。夜間介護 は、入居者 の 排泄補助 、就

眠介助等が 主 要 な もの で あ る。
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　　また 、本件家具は 、高さが80セ ン チ メ
ー

トル 近くあり、

　 ベ ッ ドに接 して 置 か れ 、こ れ を踏み 台 に すれ ば 本件窓に

　上 が れ る 状態 で あ っ た か ら、右 介 護 職 員 は、R 子が こ れ

　を踏み 台 に して 本件窓 に 昇 り、施 錠 して あ っ た と はい え

　　所 為で 容易に 外れ る 鍵 を外 し、本件窓を 開け て 出 窓 に

　出て フ ェ ン ス を乗 り越えて転落す る か もしれ な い こ と は

　予見すべ きで あっ た。

イ　 こ の よ うな場合、老人保健施設 にお け る 介護の 専 門家

　で あ る 介 護職 員 と して は、あ ら ゆ る場合を想定して 盲 目

　で興 奮 しが ち な R 子 の 安全 を確保す る 義務 が ある 。

　　すな わ ち、R 子 の 興奮 を鎮 め るた め に 同人を
一

時居室

　か ら 出すの で あれ ば 、
一

人放臂せ ず傍 ら に付 き添うなど

　して 興奮を鎮 め て か ら同 人 を居 室 に戻 す べ きで あ り、R

　 f一の 徘徊 に つ い て 、同人を注意 した り、ある い は 同 人 の

　手 を 取 っ て R 子 か ら目を離す こ との ない ように した り、

　同 人 を抱 きか か え て 直 ち に 止 め させ た りしなけれ ばなら
．

　ない 。

　　また、介護職員 と して は 、3］0号室 を離 れ る と して も、

　R 子が窓から転落 しない よ うに 窓付近 に棚 や机等容易 に

　窓 に 足 を掛けら れ る よ うな物 を置かず 、か つ 、窓 を 開 閉

　で きな い よ うに 施錠 し転落事故 を 防 ILすべ きで あ る。

　　 そ して 、介 護 職 員 に あ っ て は、精神安定剤 セ ル シ ン等

　を使 用 する な ど して R 子 の 気持 ち を落 ち着 か せ 、一
刻 も

　早 く自室 に 戻 して 同 人 の 安眠 を確保すべ きで ある 。

ウ　に もかかわ らず、Y は 、右の 各義務 を怠 り、R 子 を

　310号室の ベ ッ ト上 に座 らせ た まま措置 を採ら ず、同 人

　の 監 視 もしな か っ た し、同 室の 窓際 の 本 件家具 を移 動 さ
：

　せ ず、あ る い は、本件窓の 鍵の 開閉操作 を防止す る二 重 i
　の 施錠 装 置 〔い わ ゆ る ロ ッ ク ） を開放 した ままと し、R

　子 を危険 な状 態 に置 い た ま ま、長 時 問 にわ た り放置 した。

　　ま た 、Y は 、当直看護 婦 の 指示で R 子 に刺激 を与 え な

　い よ うに と、310 弓
・
室の 引き戸 を音を立 て な い よ う に 開

　け、様子を見て ぱそ の 場を離れ る こ とに終始 し、同 人に

　粛 を か け ず 、R 子ほ．　 Y が 様了
・を 見に 来た こ ヒす ら 気狩

　か ず 、一
人孤 独 な状 態 に置 か れ た ．

　　さらに、R 子は 、　
一
睡 もせ ず310号』室内 を徘徊 した り、

　ベ ッ ト上 に座 っ た り立ち上 が っ た りす る こ と を繰 り返 し

　た ， 当時、R 子は、自分 の 置かれた 状況を理 解す る こ と

　が で きず 、原告 が 病気で 入 院 して い る ため 本件施設 に い

　る こ ともす ぐ忘 れ て しまう状 態 で あ っ た上 、盲 目で あっ

　た た め 、自分 が 本件建物の 三 階 の 部屋 に 岩 る こ とが 分か

　 ら ず、そ の 結果 、本 件事故 が 発 生 した。
工 　仮 に 、こ の 間、Y が 5 分又は 10分の 間 隔 で R 子 を巡 視

　 した と して も、そ の 時点で R 子 に 異常が ない こ とが確認

　 され る にす ぎず 、前 記危 険 性 が 存 す る こ とに 変 わ りは な

　 い ，　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 I
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 i

イ　 R 子 を他 の 部屋 に 移動 し な け れ ば、他 の 入居

　者の 安眠 ・
休養 が 妨げられ 、Y が R 子 に 終始付

　き添え ば
、 他 の 入 居者 へ の 排泄補助や 就眠介助

が疎か に なり、あ るい は極 め て 困 難 と な る上 、

　Y が R 子をなだめようと して 声 をか け れ ば、一

層興奮 し、暴力 を振 るい 、他 の 入居者 との トラ

　ブ ル が 再発 し、あ るい は他 の 入居者 の 介護 に 支

障 が 出 るお そ れ が あ っ た た め 、Y は、　 R 子 が 310

号室 に 移動 させ た 上 、R 子 を刺激 し な い よ う に

声を掛けず に 同人の 落ち着 くの を待っ た 。 Y の

右行為は 、適切 で ある の み な らず 、同 人 に は そ

れ 以 外 に と る 術 は なか っ た。
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5 ．リ ス ク マ ネジ メ ン ト導入と今後の課題

　先 にみ た事例検討 は、医師ない し看護職の 指示い か ん と は別に、個別の 介護場面で は介護職独自の

判断と責任が問われ得る こ とを示唆して い た 。 介護サ
ービス の 提供 にあた っ て 、どの よ うな判断が な

され、そ の 判断に 基づ きどの よ うな見通 しを もっ て い たかが 問われて い る。こ う した考え方は、医療

や 介護分野で 、最近 、 強調 され て い る 「根拠に基づ く医療」（EBM ： evidence 　based　medicine ）、「根

拠 に基づ くケ ア」（EBC ： evidence 　based　eare ）に通ずる もの で ある，：

　そ して 、注意義務の 基準 とな る介護水準は 、 平均的な介護職が行 っ て い る介護 とは必ず しも
一

致し

て お らず 、規範と して の 「ある べ き」介護水準か ら判断される もの と考 えられる 。こ うした基準の 考

え方は、介護福祉士等の 養成の現状や現場の 実態 を十分反映 した もの で はない が、介護福祉士が一般

人 （素人）とは区別 され専 門職 として見 な され、そ の責任を問わ れ て い る とい う点はむ しろ歓迎すべ

きこ とで あろ う。 したが っ て 、介護福祉士 をは じめ とする介護職が 、自ら専門職で ある こ とを主張す

る の であれ ば、当然それ を裏付 ける専門的力量 （専門知識、専門技術）を身に つ け、現場で発揮 して

い なけれ ばな らな い こ とは言 うま で もな い
。 4 の 事例で あっ た ように 「声をかけると興奮する と思い 、

本人がわ か らな い ように巡視 して い た」 とい う被告側の 説明は、専門職 として の 対応 を考えた ときあ

まりに も短絡的な判断で 、 専門職 として の ア セ ス メ ン トとそれに基づ くケ ア の 工夫が伺われな い
。

　勿論、専門的力量の確保の 問題 を専門職個人 の 問題にす べ て を帰す考えは毛頭ない が 、それ に して

も、専門職 と名乗る 以上 は い わ ゆる プ ロ 意識 を持 っ た行動 をとる の は当然の こ とで あろ う。

　介護福 祉士 に つ い て は 、現在そ の 複数ある養成課程を見直し 、 養成校修了者で あっ て も基本的 に国

家試験の 受験 を義務づ ける方向で 動い て い る が 、質の 確保の 観点か らも重要な動 きで ある。

　今後、介護を含む社会福祉分野で 、 事業者が リス クマ ネジ メ ン トを仕組み として 導入する こ と は必

要不可欠 な動 きで ある 。 と同時に 、実際の サ
ービス の 担 い 手が人間で ある 以上 、その 担 い 手の 質の 確

保 を図る こ と も喫緊の 課題 と い え る 。

資料一 4　 裁判所の 指摘事項 （2 点 目か ら11点 目まで の 内容）

「2　 そうする と、Y が興奮 して 大声 を E げる R 子 を3109一室 に移動 させ た処置に つ い て は、他 の 入所者 の 迷惑 に

なるこ と を考慮 した た め で ある と認め ら れ （前示 第二 の
一 3 （二 ）、第三 の

一 1 （二 ））、その 措置 そ の もの に 非 と

すべ き点 は 見出 され な い 。また、本件施 設 に あ っ て は夜間は 二 人体制で 当た っ て い た こ と （前示第二 の
一3 （

一
））

に つ い て 、体制上 の 不備が あ る とも認 め られ ない 。そ して 、介護職員 と して は、入所者全部 の 介助 に 当た ら なけ

れ ばな らな い こ とは明 らか で あ り、Y が R子 に 終始付 き添 う措置 を 執 ら なか っ た か ら とい っ て 、格別 の 緊急性 が

存す る場 合 を別 と して は、そ れ が 直ちに不当又 は違法 と な る とは い い 難い
。 」

「3　 しか しなが ら、R 子 は 、従前、失禁 した り、朝凵覚め た際 自分が どこ に い る の か分か ら な い 。あ る い は 、

時折興奮 して 会話 が支離滅裂 と なり、なか な か 収 ま ら ない と い っ た こ とが あ っ た り、精神的不安 に 陥 り、妄想 を

抱 き、時折精神安定剤 セ ル シ ン の 服用 を 受け る な ど して い た こ とが 認 め られ る 〔証拠略、弁論の 全 趣旨〉。また 、

本件記録 （乙三 〉の 同年 3 月 4 日の 欄 に は 「つ きっ きりで は な くと も大丈夫で は ない か と思 え る 」 との 記載 が あ

り、その 具体的状況は 本件証拠上 確定 し難い もの の 、R 子 か ら 目の 離せ ない 状況 に な っ た こ と もあ っ た こ とが う

か がえる と こ ろ で ある 。

　こ れ らの 点 に、Rr 一
は全盲で あ り、た びた び家 に帰 りたい と述べ （前示

一1 （
一））、当夜 も同様の 声を上 げ て

い た こ と （前示
一 1 （二 ））を併せ 勘案す る と、R 子 に 対 して は、 一

定の 危険 を 回避 防止 す る こ と、す な わ ち 、 心

身の 障害等が 反 映 した行動 に 出て 第三 者 に迷惑 を及 ぼ す こ と を避ける と同時 に、周囲の 状 況 を視覚的 に 認知す る

こ とが で きな い R 子 自身の 行動 に 配慮 し、その 身体の 安全 や 心身 の 安寧 を確保する こ とが 求 め ら れ 、それ な しに

は 、R 子 自身に も
・
定の 危険が 生ず る こ とが 合 理 的 に 予想 され る と考え られ る。そ して、入所者 の 状況等は、刻

・
刻 と変化す る こ と も希 で は な い こ とか ら、臨機の 判断や 対応 も必 要で あ る。」

「4　 また、310号室 へ 移動す る 原因 を作 り出 した の は R 子 自 身 で あ る と して も、室内の 状 況 を知 ら な い 310号室
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へ 移動 させ 、R 子
・
人 を同搴 に残 して 言 葉 の や り取 り も し ない で 単 に 様子をみ る とい う環境又 は 状況 を設定 した

の は、Y 及 び 当直看護婦で あ る こ と にか ん が み る と、　 Y に あ っ て は、同 室 の 状 況 を踏 ま え、　 R ∫
．
の 動静 に で きる

限 り注意 を払 い 、要介護の 心身の 状況 にあ る R 子 の 身体の 安全 につ い て 配 慮すべ き義務 が 生 ず る もの とい うべ き

で あ る 。」

「5　そ して 、R 子の 心身の 状況 は、逐
一
本件記録 に記載 され て お り 〔乙 三 ）、また 、　 Y も、　 R子 が 盲 目で あ り、

痴呆症状 が あ っ た こ と を知 っ て い た こ とが 認め られる （証人 Y 、弁論の 全趣旨〉か ら、Y は、当夜 の 介護職 員 と

して、R 子が 視覚 に 障害が な く、ま た、心 身の 状況 に 問題が ない 通常人 とは 異な っ た行動、意外な行動 に 出 る な

どの 可能性がある こ とを思い を致 し、こ れ に配 慮 した措置 を講ず る こ とが 義務で ある とい うべ きで あ り、同人を

310号室 に 留 め る こ と は、興奮 した R 子を鎮静化させ る と い う所期 の 目的 に照 ら しな るべ く短時間 に と どめ、R 子

が で きる だ け速 や か に 通常の 状態 で 睡眠を取 る こ とが で きる よ う配慮 す る べ き もの と解 され る。」
「6 （一）そ こ で、検討す る に 、R 子は、310号室 にお い て 、1 、2時間大声で 騒 い で い た もの の 、当夜午前零時

こ ろ叫 ぶ の を止 め て 静か に な り、ベ ッ トか ら立 ち ヒが っ て 歩き回 っ た り、座 っ た りす る こ と を 繰 り返 して い た と

認 め られ る と こ ろ 〔前示
一1 〔二 ）｝、証 人 Y の 証言中に は、R 子 は 当夜午前 4 時20分 こ ろ に ベ ッ ト上 に 座 っ て い

た とす る 部分が あ り、こ れ に従 え ば 〔正 確 な時 刻 を 除 く 。 ）、R 子 は、深夜 以 降は そ れ な りに 落ち着 きをみ せ る よ

うに なっ て い た様子 が うか が え る。そ うす る と、既 に310号 室 に移 動 させ て か ら数時間が 経過 した状況 に お い て 、
なお 単 に 室 外 か ら様子 を定期的 にみ る とい っ た 対応 （前示

一1 （三 ））を継続す る こ との 適否が 問 わ れ る べ き こ と

は否 定 し難 い
。

（二 ）す な わ ち、少 な くと もR 子を310号室 に 移動 させ て から しば ら くの 時間 が 経 過 した後に あ っ て は、R 了
・
の 興

奮の 鎮静化 が 図 ら れ て い る か 試 み に声 を掛ける な ど して こ れ を確認す る ほ か、排泄、就寝等 の 介助 を要す る 状態

に至 っ て い ない か等通常 の 心身の 状況 にある者に対 して も当然必要 と なる配慮 をすべ きで あ り、かつ 、Y 証言 に

よれ ば、R 子がベ ッ トに腰掛 け て い る の を視 認 した と い うの で あ るか ら、その 機会 は存 した もの と推量 さ れ る と

こ ろで あ る 。

（三 ）の み な らず、通 常 で あれ ば 睡眠中で ある と考えられる深夜の 時間帯 に お い て 、寝具 が 用 意 さ れ ず 、ま た、
介護職員 か ら も声を掛け られ ず情報が 途絶 した に等 しい 状況 に おい て 、数時間が経過すれ ば、眠 気 や 尿意 を催す

等心身 に何 らか の 反応 が 生 じた り、そうで な くと も、ど の 程度時問が 経過 した の か、自分 が ど こ に い る の か 等が

案ぜ られ た りす る こ と は通常起 こ り得 る変化 で あ っ て 、そ の た め に 他の 場所へ 移動す る こ と を 試 み る こ と は 、通

常人 で も自然な行動 と して 大 い に あ り得 る こ とで あ る （証 人 Y の 証 言 に は、R 子 は ベ ッ トの 上 に 立 ち Eが る こ と

は あ っ た もの の 、　
・人で どこ かへ 行 っ て しまう様子 は なか っ た と す る 証 言 部 分 が あ る が 、数 時間 を経 て な お 同 じ

状 態 が 継 続 す る 高 度 の 蓋 然 性 が 直ち に 肯認 され る こ と に は な ら な い と思 料 され る 。 ）。

　加えて、R 子 は、全 盲 で あ っ た E 、310号室 の 状 況 は 知 ら なか っ た と認め ら れ る か ら、例えば、ナース コ ール を

用い る 等介護す る側 に と っ て 有用 な 方法で反 応 を示す こ と は必 ず し も期待す る こ とが で きな い （再度大声 を出す

こ とで 介護職員側 で そ の シ グ ナ ル を読み 取 る こ と が 期待 さ れ得 た か に つ い て は、本件証拠 E不明で あ る ）

　とすれ ば 、R 子 が ベ ッ ト、本件家具等を伝 っ て 本件窓の 鍵 を開 け て 室 外 に 出 る とい う所為 に 及ぶ 明白か つ 具体

的 な 危険 が 切 迫 して い た とは認 め られ ない と して も、．
娩 を寝ずに 明か したに近 い 状態 に至 れ ば 、R 子 が 室 内 を

歩き回 るの み な らず 、　f探リで 室 外 に ［

li墅

1る ノ∫途を漠索
1
／t二 ：：、さら に ぽ 右の よ うな1听為 に 類 弓る 事態 が 出来コ る

こ とは R 子 の 自然 な 身体的 又 は精神的 反 応 と して これ を予想すべ き余地 が なか っ た とは い えない と思料 され る n

加 え て 、証人 Y は 、その 証人尋問に お い て、R 子 は ベ ッ ト Eに立 ち トが る こ と もあ っ た 旨、　 Y は 本件 窓が 施 錠さ

れ て い る こ とは確認 した 旨各証言 して お り、こ れ に よれ ば、肓 日の R 了
．
が 落 卜

’
した り、そ うで な く と も危 険 な状

況 に 至 っ た りす る こ とは 具体的に 予想 し術たもの と認められ る上、Y 自身も、　 R 子 が 本件窓 に 接近す る 等 に よ っ

て生ずる 危険を想定して い た こ と もうか が わ れ ない で は ない 。

　もちろ ん 、R 了
・
が 最初 に3】0号室 の 出入 口 に 触れ て い れ ば 同所か ら 出 る こ と を試み た で ある こ とが 推認 され る け

れ ど も、本件窓 及 び そ の 鍵 に触 れ て 開 口 部 の 存 在 を 覚 知 す れ ば こ れ に 意 を得 て そ こ か ら室 外 に 出 よ うと す る こ と

は、当時の R 子の 心身の 状況 を 前提 とすれ ば 必 ず し も突飛 な行動 とは解 され ない 。本件 窓 の 形 状 、位置、こ れ を

開 け た 際 に 触 れ たで あ ろ う外気の 状 況等か ら 、R 子 に あ っ て も戸 外 に 面す る 開 口部で あ る こ と を 了知 し え た もの

と推 断 され る もの の 、そ の 先 にあ る物 が 落下 防 11
．
用 フ ェ ン ス で あ り、そ れ を超 え れ ば危険で あ る こ と を認 識 し、

又は 認識 し得た こ とを認 め るべ き的確 な 証拠 は 見 出 され な い 、

　こ の 点、被告 は、R 了が 三 階 に い る こ と を知 ッ て い た 旨主 張す る が、当夜の R 子
・
の 心身の 状況 に 照 ら し、自分
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の 所 在 す る場 所 や 階 数 等 を記 憶 を辿 り論理 的か つ 冷静に 判断し得た か に つ い て は疑問を留保せざる をえない 。

　なお 、R 子 が 自 ら主 体 的 に 三 階の 本件窓 か ら出 た こ と （R 子 の 転落 が 事故で は ない こ と〉 を認 め る べ き的確 な

証拠は見出され ない
。」

「7　しか る と こ ろ 、Y に あっ て は、深 夜相 当時 間 が 過 ぎた 段階 に 至 っ て も、な お R 子 を就寝 さ せ る 頃合 い を見

図 る等介護又 は介助 の 要否や タ イ ミ ン グ等 につ い て検討 した様子は うか が え ない （310号室 に 寝具等 を持 ち込 ん で

同室を
一

時的な就眠 の 場所 と しよ うと し た様子 もない 。） の で あ っ て 、しか る と き は、い つ も就寝 させ 、あ る い は

304冨・室 に戻すか等、爾後 R子 をどの ように処遇す る かに つ い て 確た る 見通 しや 方針 もな か っ た の で は な い か と の

疑問が払拭され な い
。

こ れ をR 子 の 側か らみ れば、身体を休 め る寝具は な く、他方、自己 の 意向を表明す る 術を

知 らな い ま ま時 間が 経過 した もの とい うべ く、結局、特段 の 措置が 講ぜ られ な い 状態が 継続 した もの と評せ ざる

を得な い 。

　こ の 点、Y 又 は 当直看護婦 に お い て 、　 R 子に声を掛け れ ば再度興奮す る お それがあ る と の 配慮 〔前示
・1 （三 ））

が な お 継続 して い た の で あれ ば、それ は、R 子 に と っ て は、鎮座 して 夜を明かすか 、あ る い は寝具 の な い 状態 で

就寝 せ ざる を得 な い こ とを意味す る こ とに ならない か疑問な し とし ない 。」

「8　もっ と も、本件事故 の 態様 と して は、R 子 が 本件家具 を昇 る な ど して 、本件窓を 開けて 戸外 へ 出 た 蓋然性

が うか が え る と ころ、そ の よ うな行 動 自体 は 通 常容易 に想定 され る もの で は な い こ と は確か で あ る 。 しか し、そ

れが室内外 の 状況及 び引 き戸 、 本件窓の 状況等 を知 らず、又 は こ れ を視認す る こ とが で き な い 者 に つ い て も同 様

で あ るか は い さ さか 疑 問で あ り、か え っ て 、盲目で あり、310弓』室 の 状況 を知 らな か っ た R 子 にあ っ て は、何 も情

報を与えら れ な け れ ば、どの よ うな行動をとれ ば どの よ うな危険が 生 ず る か は ほ とん どわ か ら な か っ た で あ ろ う

こ とが推認され る 。」

「9　他方、当直看護婦及 び Y は、夜勤担当 と して 相当 な繁忙状況 に あ る と認 め られ、R 子 に の み 時間 と労力 を

割 く余裕 は なか っ た で あろ うこ と も推 量 され る けれ ど も （証人 Y 、弁論 の 全趣旨）、通常の 介護、た とえば、排泄

介助や お む つ 交換等で も数分間を 要す る と合理 的に推認 され る こ とに かん がみ る と、少な くと も同程度 の 時間 を

R 子へ の 対応 に 当て る こ とが 不可 能で あ っ た とも認め られ な い 。」

「10　以 上 を総 合す れ ば、Y に あ っ て は 、　 R 子が 落ち着きを取 り戻 して い るか 確認すべ くR 了
．
に 何 らか の 働 きか

けを した り、寝具 等 が な く
．一

睡 も して い ない と認 め られ る （Y 証言、弁論の 全 趣旨）R 子 の 不安定な 状態 を解消

させ る措 置 を試 み るべ きで あ っ た とこ ろ、Y 及 び 当直看護婦 に お い て 、室外か ら R 子 に 気づ か れ な い よ う様子 を

見る に と どめ る措置 を継続 させ 、就寝可能な環境 を提供せ ず、R 子 に 声 を掛 け る 等 も しなか っ た の で あ り、そ れ

が な お そ の 裁量的判断の 範囲 に あ る と は い い 難く、適 切 な介 護 す べ き義務 を怠 っ た もの と い わ ざる を得ない 。」

「11　もっ と も、R
’
f’が何 らかの 働きかけに 対 し従）11頁に応 じた り、再 度興奮し なか っ た で あ ろ うと の 確実性 は な

く、また、R 子が 再度興奮 した場合 に ど の よ うな事態が 招来 され る か は 必ず し も判然 と しない こ と を勘案す る と、

R 子 に対す る積極的な対応が され なか っ た こ と と本件事故 との 間に 端的な因 果関係が あ る かは 問題で は ある e

　 しか しなが ら、そ の よ うな働 きか けが あ れ ば R 子 自身も、どの よ うな形態 で あれ、身体 的あ る い は 精神的 反 応

を示 し、R 子 が従前 の 興 奮状況か ら脱 して い る か 否か 、何 を欲して い る か等 を探 り、ある い は そ れ が 介護職員 に

お い て 爾後 どの よ うな対応をとるべ きか に つ い て の 判断材料 と な り、相応 に 対処 し得 た相 当の 蓋然性 は 否定 し得

ない
。 しか る ときはこ の ような働 きかけがなか っ たこ とは、R 子が 適切な介護 を受ける機会を失しめた もの であ っ

て、そ の た め に R 子白 らが 行動を起 こ し、本件事故 に 至 っ た とい う限 りに お い て 、本件事故 もそ の 因果 の 流 れ に

ある こ とは 否定 さ れ な い と思 料 さ れ る 。」

〈注〉

（注 1 ） United　 States　 Genera1　Accounting　 Office ： Health　 Care−lnitiatives　 in　 Hospital　 Risk

　　　 Management，　 WashingtonDC、1989

　　　　　また、ア ン ドリ ュ
ー ・D ，ワ イ ン バ ー

グ著、橋本宏子訳 ・解説 『介護サ
ー

ビス と リス ク マ ネ

　　　 ジ メ ン ト』 ミネル ヴ ァ 書房、2001年146頁で は、次の よ うに述べ て い る 。

　　　　 「リス クマ ネジ メ ン トとは、簡単に い えば、現実に起 こ っ て い る 、 あ る い は起 こ りそ うな問

　　　 題 を、そ の 解決方法 とともに明確 に提示する こ と に よっ て 、質の高い ケ ア を供給す る こ とで

　　　 す 。

…中略…す べ て の リス クを避ける こ とはで きませ んが、リス ク マ ネジ メ ン トの 効果的な
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県立 広島女 子 大学生活科学部紀要　10，93−104（20〔〕4｝

　　　 戦略は 、ケア の 質を改善 しなが ら 、事故の 発生 を減 ら し、居住者の 損傷 を最小限 にする こ と

　　　 が で きるの で す 。 」

（注 2 ）出所 ： 「賃金 と社会保 障』N〔i1280 、2000年 8 月下 旬号、尚 、引用 した箇所 につ い て は、一部略

　　　 した り、漢数字 を算用数字に改変 して い る 。

（注 3 ）注 2 前掲書に 同 じ

（注 4 ）注 2 前掲書に 同 じ

lO3

N 工工
一Eleotronio 　Library 　



Prefectural University of Hiroshima

NII-Electronic Library Service

PrefecturalUniversity  of  Hiroshima

ftlesimb?3V'sYF

Abstract

Introduction of  Risk Management  into Welfare  Field and  Problem  in it :

             Examination-center on-care-work  Field

Tsutornu KANEKO

Hiroshima  Prefectural Women's  University, Hiroshima

   Because the service  provision system  has become contract-based,  ('S) both employers  and  in-

dividual workers  now  have direct responsibilities.  Risk management  should  be introduced not  by

the workers,  but by the empleyers,  and  workers  need  to  improve  their assessment  abilities  and  in-

crease  their responsibilities  as  specialists.  Specialist personnel are  also  required  to  secure  the

quality of  specialized  assessment,
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